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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O奄氏@E∫π（1θ∫　dlθ　Lαηg麗θ ε∫ L∫π67α’z〃ε 介αηρα∫3θ∫，　n　40，　1982，　pp．77－97．
26）　「第4の歌」「第5の歌」においても，三つどもえの移行はなく，あるのは
A－C間のそれのみ（ただしV－7を除く）である。
27）　　II－14，　p．129．
28）　　III－5，　p．147．
29）　　III－5，　PP・151，　152　et　154・
30）　W－1，p．156．なお，「人か石か木だ」という語句は，フ゜ラトンを想記さ
せる。彼の諸著作の中でしばしば，人と石や植物とが対比されているからであ
．　　　　　　　o　　　●　　　●　　　●
る。もっとも，そのような対比はありふれたものではあるが。
31）　ブランショ，前掲書，P。131，
32）＜L’6criture　se　met　a　commenter　elle－meme，　a　s’embroumer　dans　les
restrictions，　les　parenthさses，　les　insidentes，　Ies　p6riphrases，　oU　parler　devient
vraimentρα〃εアρo蹴ηθγ’εηd∫7θ》ロション，前掲論文，　p．361（強調はロション）
33）　同論文，p．364．
34）ブランショ，前掲書，p。132。
35）　ちなみに，最初の3っの「歌」の中で最も長いディスクールは，「第2の歌」
第1ストロフの76行である。ただしこれは「第2の歌」の序文に相当するも
ので，レシに挿入されたものではない。レシに挿入されたディスクールは，は
るかに短い。
36）　たとえば，＜Si　je　voulais　profiter　de　Pocassion，　qui　se　presente，　de　subtiliser
ces　discussion　po6tique，　j’ajouterais　que　je　fais　meme　plus　de　cas　de　la
paille　que　de　la　conscience；car，　la　pa丑1e　est　ut丑e　pour　le　b（£uf　qui　la　rumine，
tendis　que　la　conscience　ne　sait　montrer　que　ses　griffes　d’acier》（II－15，
pp．127－128）
37）　たとえば，〈Avez－vous　entendu　ce　que　je　viens　de　dire？〉（II－13，　p．’120）
38）　ジュネット，No卿θ側飢3coμz∫伽760ゴ∫（前掲），p．62－63．
39）IV．3，　p．167．　（強調は引用者）
40）　IV－2，　p．159．
41）　PhilipPe　Sollers，＜La　science　de　Lautr6amont＞，　in　Lo9紛πθ3，　Le　Seui1，
1968，p．254．　（強調はソレルス）
42）　　IV－3，　PP．165－166．
43）　　IV－5，　pp．171－172．
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44）　　IV－5，　P．175．
45）　IV。8，　P．184．
46）　　IV－8，　p．184．
47）　IV－8，　pp．185－186．
48）　岸本浩，「rマルドロールの歌』における置換と反復」『フランス語フラン
ス文学研究』N°43所収，日本フランス語フランス文学会，1983，pp．33－43．
山崎冬太「『マルドロールの歌』における同一性の問題」同誌Nσ45所収，
1984，　pp．39－49。
（なお，私自身もかつて卒業論文でそのことを取上げたことがある。）
49）　　IV－8，　p．185．
50）　したがって，このストロフでは，告発される《私》が一方的に聞き手なので
はなく，告発される《私》と告発する《私》の間には，一種の対話があること
になる。
51）　IV－8，　p．186．
52）　ロション，前掲論文，p。364sq．
小西嘉幸，「ロートレアモン論」『京都大学文学部フランス文学研究室研究
報告』1973年度第2分冊所収，pp．51－96．
53）　ちなみに，投げ飛ばされたファルメールについての叙述と，煙一紙一釘が形
成する発振システムの叙述の間に類似性があることは，本文中で示唆した通り
である。さらに，参考までに記しておくが，他のストロフの内容と考え合わせ
るならば，ファルメールと蚊の間にさえ類似性を見出すことが不可能ではない。
つまり，蚊と同じく「ぶんぶん音をたてる」雀蜂は，Denderah寺院の円柱の
回りを飛んでおり（W－1），したがって，ヴァンドームの円柱の回りをマル
ドロールによって振り回されるメルヴァン（W－10），さらには，彼と同様
に振り回されるファルメールに似ているからである。
54）　「第4の歌」に引続く2つの「歌」に関しては，期を改めて論じたいと思う。
なお，「『マルドロールの歌』における中心的な登場人物」である「読者」（
ソレルス，前掲書，p。259）については，本論文では論及することをあえて避
けたが，「読者」に関する問題についても，その機会に検討してみたいと思う。
55）cf．阿部良雄，「ひとでなしの詩学」『カイエ』1979年6月号，　PP。142
一151，同8月号，pp．70－80。
56）　cf．　Phillippe　F6dy，＜Le　comparaison　dans　le　premier　chant　de　Maldoror》，
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in　gμα〃εLec旗アθ∫dθLαμ〃6αηωητ，　Nizet，1972，　pp．41－77．
なお，直喩については，rマルドロールの歌』の中にも自己注釈がある（
V－6，　pp。208－209　）。
57）　cf・Julia　Kristeva，＜Pour　une　s6miologie　des　paragrammes＞，　in　3ε吻θ’o’漉∂
（Extraits），　Le　Seui1，＜Collection　Points＞，1969，　PP．133－135．（オリジナル
1ま，Le　Seu丑，　1968）
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